
第 2 7 号
福田景道先生  退職記念号

国
語
教
育
論
叢

第
二
十
七
号

二
〇
二
〇
年

福
田
景
道
先
生 

退
職
記
念
号

島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会

2 0 2 0 年

島根大学教育学部国文学会

ISSN 0917－3692



福
田
景
道
先
生 

退
職
記
念



福田景道先生近影



献
呈
の
辞

福
田
景
道
先
生
に
は
、
令
和
二
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
。
先
生
は
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
、

長
く
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
の
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
念
号
を
献
呈
し
、
こ
れ
ま
で
の
ご
教
導
に
対
す
る
心
か
ら

の
感
謝
の
念
を
表
し
た
い
。

先
生
は
、
岡
山
県
津
山
市
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
東
北
大
学
文
学
部
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
で
学
ば
れ
、
秋
田
短
期
大
学
に
お
勤

め
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
に
島
根
大
学
教
育
学
部
に
着
任
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
二
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
教
育
・
研
究

に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
人
材
を
育
成
し
て
こ
ら
れ
た
。

先
生
の
ご
専
門
は
、
日
本
文
学
、
特
に
『
栄
花
物
語
』『
大
鏡
』『
増
鏡
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
物
語
作
品
群
を
中
心
と
し
た
、

古
代
中
世
の
歴
史
文
学
の
研
究
で
あ
る
。
門
外
漢
の
小
生
に
は
そ
の
学
術
的
意
義
に
言
及
す
る
資
格
は
な
い
が
、
先
生
が
繁
忙
な
業
務

の
間
に
も
、
孜
々
と
し
て
歴
史
文
学
の
研
究
に
勤
し
ま
れ
た
こ
と
は
、
本
号
に
収
録
さ
れ
た
著
作
目
録
が
、
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て

い
る
。
学
術
論
文
の
う
ち
、『
大
鏡
』
を
論
じ
た
最
初
の
論
文
か
ら
『
増
鏡
』
お
よ
び
『
梅
松
論
』
を
論
じ
た
最
新
の
論
文
に
至
る
ま
で
、

一
貫
し
た
構
想
に
も
と
づ
く
揺
る
ぎ
の
な
い
ご
研
究
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
日
本
文
学
研
究
と
同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
古
典
文
学
教
育
に
か
か
わ
る
ご
業
績
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
代
以
降
、

新
た
に
登
場
し
て
く
る
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
先
生
の
ご
研
究
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
昨
年
の
八
月
に
開
催
さ
れ
た
国
文
学
会
研

究
発
表
会
に
お
け
る
ご
講
演
の
演
題
「
文
学
研
究
と
大
学
教
育
―
国
文
学
教
育
の
三
十
年
―
」
か
ら
も
、
文
学
研
究
と
文
学
教
育
と
を

ご
自
身
の
お
仕
事
の
二
つ
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
管
理
運
営
の
面
で
は
、
講
座
主
任
（
コ
ー
ス
代
表
）
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
国
語
教
育
研
究
室
、
言
語
文
化
教
育
講
座

国
語
教
育
コ
ー
ス
の
運
営
に
当
た
ら
れ
た
。
と
く
に
国
語
教
育
コ
ー
ス
と
英
語
教
育
コ
ー
ス
と
の
二
つ
の
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
る
新
た

な
講
座
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
言
語
文
化
教
育
講
座
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
国
語
・
英
語
の
両
コ
ー

ス
お
よ
び
附
属
学
校
の
教
員
に
よ
る
共
同
研
究
を
計
画
・
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
研
究
と

開
発
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要 

第
四
十
四
巻
別
冊
』
平
成
二
十
三
年
）
お
よ
び
「
体
系
的
言
語
教
育
に
お
け
る
広
域
型
研
究
と

実
践
―
教
科
内
容
研
究
と
授
業
デ
ザ
イ
ン
―
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要 

第
四
十
八
巻
別
冊
』
平
成
二
十
七
年
）
の
二
つ
の
別
冊

特
集
号
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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福
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景
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九

日
野
啓
三
『
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ
た
』
論　

─ 

「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
の
転
換
─ 

…
…
…
…
…
… 

山
根　

繁
樹 

…  

二
一

「
卵
」
と
「
玉
子
」　

―
同
訓
異
字
に
つ
い
て
の
試
論
― 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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山
村　

仁
朗 

…  

三
三

安
岡
章
太
郎
「
陰
気
な
愉
し
み
」
論 

―
― 

社
会
と
の
距
離 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

田
中　

俊
男 

…  

四
五

万
葉
集
に
お
け
る
類
歌
と
複
合
動
詞
形
成　

 

―
動
詞
「
過
ぐ
」
を
中
心
に
― 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

百
留　

康
晴 

…  

五
九

「
情
報
処
理
」
を
取
り
入
れ
た
説
明
文
の
授
業　

―
増
井
光
子
『
動
物
の
体
と
気
候
』
― 

…
…
…
…
… 

岡　
　

卓
志 

…  

七
三

「
教
材
研
究
の
手
び
き
」（
中
学
校
古
文
教
材
）
を
用
い
た
教
育
実
習
事
前
指
導

　
　
　
　
　

―
中
学
校
実
習
（
国
語
科
）
に
お
け
る
古
文
教
材
研
究
の
た
め
に
― 

…
…
…
…
…
…
… 

田
中　

耕
司 

…  

九
一

さ
ら
に
学
部
の
研
究
・
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
・
国
際
交
流
室 

研
究
・
評
価
部
門
の
部
門
長
と
し
て
、
学
部
全
体
の
研
究
の

推
進
に
も
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
教
科
専
門
領
域
を
横
断
す
る
教
科
内
容
学
に
か
か
わ
る
研
究
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

思
え
ば
、
先
生
が
講
座
主
任
（
コ
ー
ス
代
表
）
の
任
に
当
た
ら
れ
た
ご
在
職
中
の
後
半
期
は
、
平
成
十
六
年
度
の
国
立
大
学
法
人
化

施
行
と
相
前
後
し
て
、
数
次
に
わ
た
る
学
部
・
大
学
院
の
改
組
な
ど
、
現
在
も
続
く
改
革
の
嵐
に
突
入
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
荒

波
の
中
に
あ
っ
て
、
先
生
は
研
究
室
の
舵
取
り
を
さ
れ
、
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
自
ら
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
学
生
や
社
会
に
対

し
て
何
を
な
す
べ
き
か
を
真
摯
に
問
い
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
接
す
る
人
に
対
し
て
常
に
、
少
し
は
に
か
み
を
含
ん
だ
温
和
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
、
何
事
に
も
公
平
・
公
正
に
対
処
さ

れ
た
。
先
生
の
ご
退
職
は
寂
し
く
心
細
さ
を
禁
じ
得
な
い
が
、
国
語
教
育
研
究
室
と
国
文
学
会
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
の
ご
教
導
に
対
す
る
ご
恩
返
し
に
他
な
る
ま
い
。

先
生
が
無
事
に
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
お
慶
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

令
和
二
年
二
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

福　

田　

哲　

之　
　

Ⅲ Ⅱ
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湯
浅　
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弘 
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一
三
九

重
野
安
繹
と
中
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麻
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―
『
黄
裳
斎
日
記
』
を
中
心
に
― 

…
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竹
田　

健
二 
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一
五
七
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読
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指
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に
お
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理
」
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新

　
　
　
　
　

─
中
学
校
・
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一
八
六

福
田
景
道　

略　

歴

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年　

岡
山
県
津
山
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年　

東
北
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
退
学

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年　

秋
田
短
期
大
学
講
師

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年　

秋
田
短
期
大
学
助
教
授

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年　

島
根
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年　

島
根
大
学
教
育
学
部
教
授

二
〇
二
〇
（
令
和　

二
）
年　

島
根
大
学
教
育
学
部　

定
年
退
職

福
田
景
道　

研
究
業
績

　
　

Ⅰ　

学
術
論
文

1　
『
大
鏡
』「
大
臣
列
伝
」
に
お
け
る
栄
華
の
実
現
―
外
戚
関
係
と
子
孫
繁
栄
―

 

『
日
本
文
芸
論
叢
』（
東
北
大
学
国
文
学
会
）
第
1
号 

昭
和
57
年
3
月

2　
『
増
鏡
』
の
世
界
―
「
皇
位
継
承
」
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
日
本
文
芸
論
叢
』（
東
北
大
学
国
文
学
会
）
第
2
号 

昭
和
58
年
3
月

Ⅳ



― 3 ― ― 2 ―

15　
『
増
鏡
』
に
み
ら
れ
る
宮
廷
貴
族
諸
流
の
盛
衰
―
外
戚
か
ら
近
臣
へ
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
1
号 

平
成
3
年
9
月

16　
『
増
鏡
』
の
基
調
―
二
家
系
対
照
と
明
暗
循
環
の
構
図
―

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
128
集 

平
成
3
年
9
月

17　

歴
史
物
語
の
系
譜
と
『
増
鏡
』
―
継
承
性
と
自
律
性
の
観
点
か
ら
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
20
号 

平
成
3
年
12
月

18　
『
増
鏡
』
と
両
統
問
題

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
25
巻 

平
成
3
年
12
月

19　
『
増
鏡
』
と
隠
岐

 

『
山
陰
地
域
研
究
』（
島
根
大
学
山
陰
地
域
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
）
第
8
号 

平
成
4
年
3
月

20　
『
増
鏡
』
の
予
言
記
事
を
め
ぐ
っ
て

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
26
巻 

平
成
4
年
12
月

21　
『
増
鏡
』
の
非
政
治
的
記
事
に
つ
い
て
―
皇
位
継
承
史
的
性
格
の
考
察
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
21
号 

平
成
5
年
3
月

22　

歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
（
上
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
27
巻
第
1
号 

平
成
5
年
12
月

23　
『
増
鏡
』
の
構
想
に
関
す
る
一
考
察
―
同
趣
事
象
の
反
復
と
明
暗
反
転
―

 

『
菊
田
茂
男
教
授
退
官
記
念 

日
本
文
芸
の
潮
流
』（
お
う
ふ
う
刊
） 

平
成
6
年
1
月

24　
『
秋
津
島
物
語
』
の
輪
郭
―
「
歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
」
補
説
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
4
号 

平
成
6
年
2
月

25　

歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
（
下
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
27
巻
第
2
号 

平
成
6
年
3
月

26　

歴
史
物
語
と
し
て
の
『
梅
松
論
』

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
28
巻 

 

平
成
6
年
12
月

3　
『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
忠
平
の
栄
華

 

『
日
本
文
芸
論
稿
』（
東
北
大
学
文
芸
談
話
会
）
第
12
・
13
合
併
号 

昭
和
58
年
7
月

4　
『
大
鏡
』「
大
臣
列
伝
」
の
考
察
―
冬
嗣
流
藤
原
氏
「
正
系
」
決
定
過
程
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
35
号 

昭
和
60
年
3
月

5　
『
大
鏡
』「
太
政
大
臣
道
長
（
上
）」
後
半
部
の
性
格

 
『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
37
号 

昭
和
61
年
3
月

6　
『
水
鏡
』
構
想
論
序
説
―
政
治
史
的
側
面
と
『
大
鏡
』
の
継
承
―

 

『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
38
号 

昭
和
61
年
11
月

7　
『
大
鏡
』
構
想
の
二
重
性
を
め
ぐ
っ
て

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
116
集 

昭
和
62
年
9
月

8　
『
栄
花
物
語
』・『
大
鏡
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
系
譜
（
一
）
―
歴
史
物
語
生
成
論
の
前
提
と
し
て
―

 

『
論
叢
』（
秋
田
短
期
大
学
）
第
40
号 

昭
和
62
年
11
月

9　
『
大
鏡
』
の
構
想
と
皇
位
継
承
過
程
―
「
正
統
」
の
確
定
と
顕
在
化
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
17
号 

昭
和
63
年
11
月

10　
『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
―
『
栄
花
物
語
』
の
克
服
と
追
認
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
22
巻
第
2
号 

昭
和
63
年
12
月

11　
『
今
鏡
』
に
描
か
れ
る
藤
原
道
長
の
栄
華
―
残
映
と
し
て
の
『
大
鏡
』
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
18
号 

平
成
元
年
11
月

12　
『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
理
想
性
・
序
説
―
栄
華
の
相
対
的
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 
第
23
巻
第
2
号 

平
成
元
年
12
月

13　

古
典
教
材
と
し
て
の
『
大
鏡
』
の
特
異
性

 

『
教
科
教
育
研
究
論
集
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
）
第
4
集 

平
成
2
年
3
月

14　
『
増
鏡
』
に
お
け
る
過
去
と
現
在
―
「
先
例
」
の
機
能
に
つ
い
て
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学 

第
24
巻
第
2
号 

平
成
2
年
12
月
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39　
『
梅
松
論
』
の
皇
位
継
承
史
構
想
―
後
堀
河
院
・
後
嵯
峨
院
・
光
厳
院
の
正
統
性
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
14
号 

平
成
17
年
3
月

40　

天
理
本
『
梅
松
論
』
の
歴
史
構
想
―
正
確
性
と
精
密
性
の
追
求
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
32
号 

平
成
20
年
3
月

41　

虫
め
づ
る
姫
君
の
異
能
性

 

『
島
根
大
学
社
会
福
祉
論
集
』
第
2
号 

平
成
20
年
3
月

42　

世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
と
歴
史
教
育
―
歴
史
物
語
『
梅
松
論
』
の
継
承
と
変
容
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
42
巻
別
冊 

平
成
21
年
2
月

43　

歴
史
物
語
の
語
り
手
設
定
の
継
承
と
展
開

 

『
島
根
大
学
社
会
福
祉
論
集
』
第
3
号 

平
成
22
年
3
月

44　

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
と
日
本
古
典
文
学
史
教
育

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
44
巻
別
冊 

平
成
23
年
2
月

45　
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
輪
郭
―
枠
物
語
形
式
の
継
承
と
変
容
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
33
号 

平
成
23
年
3
月

46　

散
佚
歴
史
物
語
『
弥
世
継
』
の
研
究

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
45
巻 

平
成
23
年
12
月

47　

日
本
古
典
文
学
教
育
と
教
科
内
容
学

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
45
巻
別
冊 

平
成
24
年
2
月

48　

近
世
歴
史
物
語
と
し
て
の
『
月
の
ゆ
く
へ
』
―
宮
廷
貴
族
の
補
任
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
21
号 

平
成
24
年
3
月

49　
『
池
の
藻
屑
』
研
究
序
説
―
歴
史
物
語
の
系
列
化
と
枠
物
語
構
想
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
34
号 

平
成
26
月
1
月

50　

古
典
文
学
教
材
と
し
て
の
『
竹
取
物
語
』
―
教
科
内
容
学
か
ら
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

27　
『
梅
松
論
』
の
基
幹
構
想
―
「
将
軍
」
と
「
正
統
」
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
23
号 

平
成
7
年
2
月

28　

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」（
上
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
30
巻 

平
成
8
年
12
月

29　

大
鏡
研
究
史

 
『
大
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
3
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
2
月

30　

歴
史
物
語
と
「
先
坊
」
―
『
大
鏡
』『
今
鏡
』『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
25
号 

平
成
9
年
2
月

31　

中
世
歴
史
物
語
と
摂
政
関
白
―
『
五
代
帝
王
物
語
』
と
『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て
―

 

『
国
語
教
育
論
叢
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
）
第
6
号 

平
成
9
年
3
月

32　

中
世
に
お
け
る
歴
史
叙
述
と
通
史
教
育

 

『
日
本
文
学
』（
日
本
文
学
協
会
）
第
46
巻
第
7
号 

平
成
9
年
7
月

33　

水
鏡
の
思
想

 

『
水
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
5
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
8
月

34　

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」（
中
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学　

第
31
巻 

平
成
9
年
12
月

35　
『
太
平
記
』
と
歴
史
物
語

 

『
太
平
記
の
成
立
』
軍
記
文
学
研
究
叢
書
第
8
巻
（
汲
古
書
院
） 

平
成
10
年
3
月

36　

不
老
長
寿
の
意
義
と
物
語
の
世
界
―
竹
取
の
翁
と
夏
山
繁
樹
―

 

『
福
祉
文
化
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
福
祉
文
化
研
究
会
）
第
1
号 

平
成
13
年
3
月

37　

長
寿
と
幸
福
―
『
大
鏡
』
世
界
の
栄
華
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
福
祉
文
化
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
福
祉
文
化
研
究
会
）
第
2
号 

平
成
15
年
2
月

38　

幸
福
な
結
末
―
御
伽
草
子
と
王
朝
物
語
―

 

『
福
祉
文
化
』（
島
根
大
学
教
育
学
部
福
祉
文
化
研
究
会
）
第
3
号 

平
成
16
年
3
月
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7　

今
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
今
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
4
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
4
月

8　

栄
花
物
語
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
栄
花
物
語
』（
歴
史
物
語
講
座
第
2
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
5
月

9　

水
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
水
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
5
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
8
月

10　

増
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
増
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
6
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
11
月

11　

大
鏡

 

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
勉
誠
社
） 

平
成
9
年
11
月

12　

今
鏡

 

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
勉
誠
社
） 

平
成
9
年
11
月

13　

増
鏡

 

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
勉
誠
社
） 

平
成
9
年
11
月

14　

歴
史
物
語
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
総
論
編
』（
歴
史
物
語
講
座
第
1
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
10
年
3
月

15　
〈
中
世
〉
歴
史
文
学

 

『
文
学
・
語
学
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）（
第
160
号
） 

平
成
10
年
9
月

16　

増
鏡　
（
共
著
）

 

『
歴
史
物
語(

栄
花
物
語
・
大
鏡
・
今
鏡
・
水
鏡
・
増
鏡)

』CD
-RO

M

（
岩
波
書
店
） 

平
成
15
年
3
月

17　
〔
書
評
〕
勝
倉
壽
一
著
『
大
鏡
の
史
的
空
間
』

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
162
集 

平
成
18
年
9
月

18　
『
基
幹
研
究
「
王
朝
文
学
の
流
布
と
継
承
」』（
共
著
）

 

（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
成
果
報
告
書
） 

平
成
23
年
3
月

51　

歴
史
物
語
の
基
軸
と
し
て
の
「
世
継
三
作
」
―
「
先
坊
」
の
設
定
と
そ
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
王
朝
歴
史
物
語
史
の
構
想
と
展
望
』（
新
典
社
） 

平
成
27
年
3
月

52　
『
池
の
藻
屑
』
の
皇
位
継
承
史
構
図
―
編
年
史
的
側
面
と
「
世
継
」
―

 

『
島
大
国
文
』（
島
大
国
文
会
）
第
35
号 

平
成
27
年
3
月

53　

歴
史
物
語
に
お
け
る
不
即
位
東
宮
―
「
先
坊
（
前
坊
）」
再
考
―

 
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
49
巻 

平
成
27
年
12
月

54　
『
増
鏡
』
と
『
梅
松
論
』
の
歴
史
性
と
文
芸
性
―
「
橫
さ
ま
」
と
「
橫
シ
マ
」
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―

 

『
歴
史
叙
述
と
文
学
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
書
） 

平
成
29
年
3
月

　
　

Ⅱ　

そ
の
他

1　
〔
書
評
〕
西
沢
正
二
『『
増
鏡
』
研
究
序
説
』

 

『
文
藝
研
究
』（
日
本
文
芸
研
究
会
）
第
104
集 

昭
和
58
年
9
月

2　
『
増
鏡
』
に
お
け
る
隠
岐

 

『
隠
岐
流
人
に
関
す
る
研
究
』（
平
成
2
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
一
般
研
究
Ｂ
〉
研
究
成
果
報
告
書
）

 
 

平
成
3
年
3
月

3　
〔
書
評
〕
加
納
重
文
著
『
歴
史
物
語
の
思
想
』

 

『
古
代
文
化
』（
財
団
法
人
古
代
学
協
会
）
第
46
巻
第
2
号 

平
成
6
年
2
月

4　

歴
史
物
語
の
系
譜
に
関
す
る
研
究

 

（
平
成
4
・
5
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
一
般
研
究
Ｃ
〉
研
究
成
果
報
告
書
） 

平
成
6
年
3
月

5　

大
鏡
研
究
文
献
目
録　
（
共
著
）

 

『
大
鏡
』（
歴
史
物
語
講
座
第
3
巻
）（
風
間
書
房
） 

平
成
9
年
2
月

6　

歴
史
物
語
と
物
語
文
学
の
相
関
に
関
す
る
研
究

 

（
平
成
6
～
8
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
Ｃ
〉
研
究
成
果
報
告
書
） 

平
成
9
年
3
月
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19　

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
研
究
と
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
44
巻
別
冊 

平
成
23
年
2
月

20　
「
教
科
内
容
構
成
研
究
」
授
業
の
現
状
と
課
題
（
共
著
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
45
巻
別
冊 

平
成
24
年
2
月

21　

幻
の
「
弥
世
継
」
を
さ
が
す
―
世
継
物
語
（
歴
史
物
語
）
の
継
続
と
変
転
―

 
『
古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
―
王
朝
文
学
を
よ
む
た
め
に
』（
笠
間
書
院
） 

平
成
24
年
6
月

22　

体
系
的
言
語
教
育
に
お
け
る
広
領
域
型
研
究
と
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

23　

教
員
養
成
系
学
部
に
お
け
る
国
語
教
育
と
英
語
教
育
の
研
究
連
係
―
広
領
域
型
言
語
文
化
教
育
研
究
の
針
路
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

24　

緒
言
／
研
究
概
要

 

『
歴
史
叙
述
と
文
学
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
書
） 

平
成
29
年
3
月

25　
〔
書
評
〕
雲
岡
梓
著
『
荒
木
田
麗
女
の
研
究
』

 

『
國
語
と
國
文
學
』（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
第
95
巻
第
10
号 

平
成
30
年
10
月

は
じ
め
に

教
員
養
成
大
学
・
学
部
に
お
け
る
教
科
専
門
科
目
の
あ
り
方

に
、
文
学
部
や
理
学
部
な
ど
の
一
般
学
部
と
は
異
な
り
、
教
員

養
成
と
い
う
目
的
に
適
合
す
る
独
自
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
か
な
り
の
時
日
が
経
過
し
た（
注
１
）。
教
科
専
門
の

「
自
己
転
換
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り（
注
２
）、
同
科
目
担

当
と
し
て
、
対
応
を
保
留
で
き
る
段
階
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

教
科
専
門
科
目
と
は
、
教
育
職
員
免
許
方
施
行
規
則
の
「
教

科
に
関
す
る
科
目
」
に
合
致
し
、
国
語
科
（
中
学
校
）
で
は
、

国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
・
書
道
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
つ

ま
り
、
国
語
学
（
日
本
語
学
）
や
国
文
学
（
日
本
文
学
）
は
、

文
学
部
な
ど
の
「
一
般
学
部
」
に
も
存
在
し
て
い
る
同
名
称
科

目
と
同
一
の
教
育
内
容
で
あ
る
べ
き
で
は
な
く
、
教
員
養
成
系

学
部
の
目
的
に
相
応
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
当
然
の
要
求
が
改
め
て
な
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
高
度
で
純
粋
な
学
問
的
見
識
が
そ
の
ま
ま
教
員
の
資
質
に

置
き
換
え
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
純
粋
な
学
問
と

し
て
の
教
科
専
門
科
目
と
教
職
科
目
や
教
育
実
践
領
域
と
を
結

び
付
け
る
役
割
は
教
科
教
育
学
が
担
う
べ
き
と
も
言
え
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
両
者
間
の
断
裂
が
埋
め
ら
れ
る
と
は
見
な
さ
れ
て

は
い
な
い（
注
３
）。
こ
の
断
絶
も
教
科
専
門
に
教
員
養
成
へ
の
適

合
が
求
め
ら
れ
る
所
以
に
な
る（
注
４
）。

こ
う
し
て
、
教
科
教
育
と
教
科
専
門
と
の
間
隙
を
埋
め
る
も

の
と
し
て
教
科
専
門
科
目
担
当
教
員
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
視

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が（
注
５
）、
専
門
的
研
究
が
そ
の
ま
ま
教
科

教
育
の
基
礎
的
研
究
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
発
す

国
語
科
教
育
と
教
育
専
門

　
　
　
　
―
「
国
語
科
内
容
構
成
」
授
業
の
行
方
―

福
　
田
　
景
　
道



― 186 ―

　
　

編　

集　

後　

記

▽
福
田
景
道
先
生
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
月
に

秋
田
短
期
大
学
よ
り
国
文
学
担
当
と
し
て
島
根
大
学
に
ご
着
任

に
な
り
ま
し
た
。
以
来
三
十
二
年
半
も
の
長
き
に
わ
た
り
教
育

学
部
・
教
育
学
研
究
科
に
お
勤
め
に
な
り
、
そ
の
間
に
優
れ
た

研
究
成
果
を
多
数
発
表
さ
れ
、
ま
た
数
多
く
の
学
生
の
指
導
に

熱
心
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
専
攻
主
任
・
コ
ー
ス
代

表
等
と
し
て
研
究
室
・
学
部
等
の
運
営
に
御
尽
力
く
だ
さ
り
、

幾
度
か
行
わ
れ
た
学
部
改
組
等
に
対
し
ま
し
て
も
、
実
に
真
摯

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

▽
我
が
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
平

成
二
十
三
年
（
二
〇
二
一
）
よ
り
会
長
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま

し
た
。
長
年
の
ご
指
導
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
べ
く
、

暫
時
休
刊
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
本
誌
を
、
先
生
の
ご
退
職
記

念
号
と
し
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。
福
田
景
道
先
生
の
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
本
号
の
執
筆
者
の
皆
様
に
は
、
本
号
の
刊
行
に
格
別
の
御
支

援
を
賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
竹
田　

記
）　

国
語
教
育
論
叢
第
二
十
七
号

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九
日　
　

印
刷
発
行

発
行
者　

島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会

　
　

（
代
表　

福
田　

哲
之
）

事
務
局　

〒
690

−

8504　

松
江
市
西
川
津
町
一
〇
六
〇

　
　
　
　

島
根
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
教
育
講
座

　
　
　
　

Tel　

〇
八
五
二

−

三
二

−

六
一
〇
〇
（
代
表
）

　
　
　

  

（
振
替
口
座　

〇
一
四
〇
〇

−

九

−

一
五
一
一
七
）

印
刷
所　

島
根
県
浜
田
市
相
生
町
三
八
八
九

　
　
　
　

柏
村
印
刷
株
式
会
社
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